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ミニ展示「建築を知る。」
知識をちょい足しコーナー
１月9日（金）～3月1日（日）

ティーンズ「10代がえらぶ海外文学大賞」
1月9日（金）～2月1日（日）

児童「干支のどうぶつの本を
よんでみよう」

1月9日（金）～2月1日（日）

一般「北欧へようこそ！」
12月20日（土）～2月1日（日）

『北欧の心地よい暮らしと
５５の小さな幸せ』
tanuko／著
KADOKAWA

【請求記号】590 暮らしの本

【 】
☎

世界にはさまざまな建築があります。
日本の建築と世界の建築の違いは
どんなところにあるのでしょう。
いつも目にする建物について
ちょっと学んでみませんか。

『お城の値打ち』
香原 斗志／著

新潮社
【分類】5218

デンマークやノルウェーなど
北欧に関する資料を集めました！

街並みや暮らし、歴史や文化を通して、
この地域ならではの特色をご紹介します。

様々な角度から北欧の魅力に触れてみませんか？

コドミル文庫のおはなし会(幼児・小学生向け)
１1：0０～１1：3０

『うまはかける』
内田 麟太郎／文

文溪堂
【分類】絵本

『わたしの名前は
オクトーバー』

カチャ・ベーレン／作
評論社

【分類】高学年

赤ちゃんからのおはなし会（乳幼児向け）
①10：30～10:50 ②11：10～11:30

おはなし会（幼児・低学年向け）
15：30～16：00

おはなしとてづくりの会（幼児・低学年向け）
15：30～16：00 【定員】15組

ドーナッツ♪（0～3歳ちゃんの親子のためのおはなし会）
10：30～11：15

今年の干支であるうまの他にねずみ、うし、
とらなど十二支にちなんだ動物の本を集めました。

『うまはかける』では
馬が走ることを「かける」と表現しています。

「かける」にはほかにもさまざまな意味があります。
みなさんはいくつ思い浮かびますか？

はにわをつくろう！！（小学生向け）
１３：３０～１５：００

製本講座（一般向け）
①13：00～14：00 ②14：30～15：30

むかしばなしの会（大人の方も参加できます）
１1：00～１１：３０

年末年始休館 ( 1 / 8まで )

海外文学のおすすめ作品を、10代が投票制で選ぶ
「10代がえらぶ海外文学大賞」が発表されました！
今回は、その第一回ノミネート作品を集めました。

10代おすすめの海外文学を
ぜひ読んでみてください。

こども司書（対象：①小学1・2年生 ②小学3～6年生）

①１0：00～11：30 ②13：30～15：00



子どもと本の講座わらべうたであそびましょう！

こども司書３１/1
（土）

カウンター体験や本のカバーかけなど
図書館のおしごとを

たいけんしてみませんか？

時 間 ①１０：０0～1１：３0（小学１・２年生）

②１３：３０～１５：００（小学３～６年生）

定 員 各回４人

申 込 １月１０日(土)～１月１８日（日）

申込書をカウンターに出してください。

当選者のみ1月20日（火）に
電話にてご連絡します。

12月5日（金）子どもと本の講座「わらべうたであそびましょう！」を開催しました。
第1部と第２部合わせて8組の親子さんに参加していただきました。
お手玉やシフォン布を使ったわらべうたや季節のわらべうたなど、30分間たっぷりみんなで立って遊んだり、
座って遊んだり…。みなさんとてもリラックスした表情でわらべうたを繰り返しうたいながら、
ふれあいの時間を楽しまれていました。わらべうたの絵本などおすすめの本も一緒に展示しました。
お家やお出かけ先でぜひわらべうたで遊んでみてくださいね。

文学講座

短歌を味わおう！

時 間 13：３0～15：00

講 師 浅井 美也子氏（短歌結社まひる野所属）

場 所 天白図書館 第一集会室

対 象 一般

定 員 ２０名（先着順） 参 加 費 無料

申 込 2月１日（日）１０：０0～
天白図書館窓口または電話にて受付

１５/２
（日）

歌を読み解きながら
短歌を味わってみませんか？

製本体験講座

時 間 ①１３：０0～1４：00 ②１４：３０～１５：３０

場 所 天白図書館 第一集会室

対 象 どなたでも（小学生以下は保護者同伴） ※各回６名まで

参加費 ５００円

申 込 １月１１日（日）９：３０～ 天白図書館窓口または電話にて受付

製本工程を学びながら
自分だけのオリジナルノートを作ってみませんか？

25/1
（日）



『絵本とわたしとこどもたち』⑧

こんにちは、塩竃神社近くで家庭文庫をしているkodomiru文庫の

イシマルです。絵本の紹介を始めて二度目の新年。今年もどうぞよろしく
お願いします。

新春の一冊目は『はなをくんくん』。目を惹く黄色の表紙には嬉しそうな
動物たちがいます。ページを捲るとそこは一面雪景色。地面の下には冬眠中の
動物たち。のねずみにくまやかたつむり、りすにやまねずみ。
なにやらはなをくんくんしながら動物たちが動きだしました。のねずみは
キョロキョロ、くまは眠そう。かたつむりは殻からつのをだしてソワソワし、
りすもやまねずみも顔をだします。
どの動物もはなをくんくんさせて、雪のなかをかけていきます。匂いの先に

なにがあるのか、読んでいるこちらもワクワクしてきます！モノクロの
ワントーンなのに、ふっくらした雪の様子や動物たちの毛の感じがリアル感を
誘います。
とうとう！動物たちは、はなをくんくんさせる“あるもの”を見つけます。

それはなんだと思いますか？ぜひぜひ絵本の中で出会ってくださいね。
この絵本はアメリカで子どもたちが最初に出会う科学本と言われています。

動物たちがどんな様子で冬眠しているかがわかるので、雪の下を想像する
楽しみもが増えますよ。

我が家の子どもたちはこの絵本の最後のページでわぁ……という声に
ならない声を出して春を見つけたような表情をしていました。
まだ冬真っ盛りで春はまだまだ先ですが、こういう本を楽しみながら
冬を感じるのも一興ですね。



 

👆スマホをかざすと

天白図書館テーマ
ソングが聞けます。

👆天白図書館

Instagram

天白図書館HP：https://www.library.city.nagoya.jp/guide/m_tenpaku.html 【指定管理者】ナカバヤシ株式会社名古屋支店

昨年に引き続き、「若宮商業高校デザインキャリアコース３年生卒業制作
和紙の灯り展」をおはなしの部屋で開催しました。12/13（土）、14（日）の
二日間で、250名以上の方に幻想的ですてきな和紙の灯りを
ご覧いただきました。ご来場いただいたみなさま、若宮商業高校のみなさま、
ありがとうございました。


